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自己紹介

活動者

上智大学学生地域社会研究グループ

指導教員 社会学科教授 植田今日子

代表者 社会学科 3年 曽我毬衣

メンバー 社会学科 3年 園田ひとみ

3年 田島佳苗

3年 橋本瑞希

3年 横田明里



川内村の概要

若い世代の交流人口や関係人口を増やす

→川内村に何度も足を運んでくれるようにする



２０１８年度（１年目）の振り返り
6度の川内村訪問

「とっておきプロジェクト」をコンセプトに活動。

婦人会の方と郷土料理作り、区民祭への参加、インタビュー etc…

川内村には、魅力的な資源、人がたくさんいる！



① Instagramの開設

② 冊子作成

③ 上智大学の学園祭での宣伝

3つの提案

１人でも多くの人に、川内村を知ってもらい、

足を運んでもらうきっかけ作りをしたい！



２０１９年度（２年目）の活動報告 ①冊子作成
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川内村の「想い」として紹介→

←「川内村ってこんなとこ」
各施設の紹介



２０１９年度（２年目）の活動報告 ②ソフィア祭

【開催期間】

2019年11月2日（土）～2019年11月4日（月）

※福島県飯舘村で活動している上智大学生の別グループとの合同企画

・留学生が多い
→田舎に関心がある人も多い
→海外の方にも知ってもらえる機会

【1人でも多くの人に川内村を知ってほしい】

・大学にとって大きなイベントの1つ
→学生に限らず見てもらえる
→イベントということで気楽さがある



・川内村の空気を伝えたい！

→特産品の提供（凍み餅・そば茶）

→川内村写真コンクール／活動の様子

の写真の展示

・「想い」を知ってほしい！

→作成した冊子や展示されている写真を通して、川内の方々、私たちの

「想い」を説明

・来場者の「声」を届けたい！

→川内村、福島県へのメッセージを、来場者の方からいただく





来場者

・1日平均100人以上の来場

・子どもからご年配の方まで幅広い年齢層

・福島県や東北地方にゆかりのある方の他、福島県を訪れたことのないという方も多く来場

来場のきっかけ

・パンフレットやチラシの「福島」という言葉に惹かれて

・展示されている「写真」の美しさに惹かれて

また、

・試食提供で準備していた凍み餅 300人分→最終日までに全て提供

・冊子もほぼ全て配布

成果



頂いたコメント

川内村のことはよく知りませんでしたが、
とても自然が豊かで美しく、

地域の方々の温かさが伝わってきました

凍みもち、本当に美味しかったです。実
は福島に一度も行ったことがなく、

是非行かなければ！！と思いました。写
真素晴らしかったです。

何が自分にできるか…問い続けながら、
3.11を忘れずに、

又福島の美しさを見に行けたらいいと思
いました。出会いに感謝して。



今後の予定：冊子の更新、配布
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配布予定場所

・川内村の施設

・福島県内

・東京都内のアンテナショップ

・大学校内のボランティアビューロー



ご清聴ありがとうございました！！


